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１．ジョージア工科大学での研究活動 

Biological Sciences 学部の Ratcliff lab にて薬剤耐性菌の復帰突然変異(compensatory 

mutation)について研究を行った。細菌は突然変異により薬剤耐性を獲得する。それに伴って増

殖速度が低下することが知られており(1)、薬剤耐性の獲得と増殖速度に低下にはトレードオフの

関係がある。薬剤耐性菌は非薬剤環境に曝されると生存に必要のない薬剤耐性を捨て、薬剤耐性

獲得により低下していた増殖速度を回復させるような突然変異が起こると考えられていた。し

かし実際には薬剤耐性を失わずに、増殖速度を回復させるような突然変異が起こることが報告

されている(2)。薬剤耐性の維持のみならずより強い耐性を獲得する場合も知られているが、復帰

突然変異後の薬剤耐性の向上については報告が少ないため、復帰突然変異に伴う耐性向上は単

純に少ない一定の頻度で起こることであるのか、あるいは生物学的な要因によって説明可能で

あるのかという疑問が浮上した。そこで本研究では耐性獲得時に突然変異が起きた塩基の場所

によって次に起こる突然変異の場所(増殖速度の回復、薬剤耐性の維持•向上)が決定されるとい

う仮説を検証する目的で、19 種類の同一遺伝子内に異なる一アミノ酸置換をもつ 19 変異株に

ついて 30 日間の継代培養を行い、継代培養前と培養後の薬剤耐性(Minimal inhibitory 

concentration;最小生育阻害濃度)と増殖速度の変化を定量した(培養 20 日後のデータを発表で

は使用した)。 

 
(1) Melnyk, Anita H., Alex Wong, and Rees Kassen. "The fitness costs of antibiotic resistance mutations." Evolutionary 

applications 8.3 (2015): 273-283. 

(2) Gifford, Danna R., and R. Craig MacLean. "Evolutionary reversals of antibiotic resistance in experimental 

populations of Pseudomonas aeruginosa." Evolution 67.10 (2013): 2973-2981.  

 

 

２．研究活動における日米の違い 

日米におけるキャリアパスの考え方について、”Break”に対しての意識の違いを感じた。日本

では学部を卒業し、大学院へ進学し、博士課程後期に進学する、あるいは就職するというのは一

般的なキャリアパスの一つに挙げられる。この際にキャリアに空白を作らない、つまり若いこと

に大きなアドバンテージがあり、研究の事以外をして年齢を重ねるという事が負にはたらくと

いうバイアスが存在するように感じる。実際以前は自分もそういったキャリアパスが当たり前

であると思っていた。一方アメリカでは、もちろん学部を卒業しそのままPh.D.に進学する学生

も存在するが、一度研究とは関係のない職に就職した後に Ph.D.に進学する人・技術者として就

職した後にPh.D.に進学する人、一定期間は自分の研究以外のやりたいことに専念した上でPh.D.



生になる人など、一口に Ph.D.生と言っても背景は様々であった。アメリカの学生はアカデミア

における履歴に”break”を作ることにネガティブなイメージを持っていない人が多いように感じ

た。あらゆる選択肢を視野に入れ、未経験なことにもチャレンジし続けるというフットワークの

軽さに感動したのと同時に、なんとなくで選択をするのではなく自分と十分に向き合った上で

選択をするという自己決定・自己責任の姿勢には学ぶ点が多かった。そのような考え方を持って

いるからこそ、年功序列的ではないフランクな関係性を作り出し、ひいては分野に囚われない学

際的な研究に繋がっているのではないだろうか。多様な背景を持つ方々との交流を通して自分

の視野を自ら狭めていたことに気づくことができた。 

 

 

３．米国の文化・生活面での発見・苦労等 

今回の滞在中異なる文化をもつ相手とコミュニケーションを取る方法について苦労したと同

時に興味深く感じた。 

まず意思の伝達である。日本では行間を読むという文化が発達しており、雰囲気や流れを重視

する場面を多々目にする。しかしアメリカでは抽象的な表現は日本よりも頻繁に用いられない

ことを実感した。相手に依頼したいことがある場合に仄めかすのではなく、自分はどうしたいの

か、そのために相手に何をお願いしたいのかということをはっきりと言葉にして伝えた上で、相

手のYes/No を聞く必要がある。雰囲気に依らず、言語化して相手とコミュニケーションを取る

ことで双方の誤解を防ぐことができる。自分の感じたことを常に言葉で伝える必要がない文化

の中で今まで生活していたので、意識的に自分の意思を言葉で伝える訓練をしていきたいと思

う。 

次に人との距離感である。アメリカでは街中の見知らぬ人とも挨拶を交わす事は日常茶飯事

であるがほどフレンドリーであるが、見ず知らずの人にもフレンドリーであるが故にどのよう

にして親しい関係性を築くのか疑問に思った。あくまで私の個人的な感覚であるが、日本では友

人になるまでに時間はかかるがその後は比較的親しい仲になりやすいように感じ、アメリカで

は友人になるまでは時間がかからないがその後関係性を進展させるには日本よりも時間がかか

るように感じた。実際に現地で出会ったアメリカ国外からの留学生もコミュニケーションにつ

いて同様の差異を感じていたようであった。人との距離感に対する文化の違いについては、人と

交流してみないと体感できないことだと思うので、今回実際に体感することができ興味深く感

じた。 

 

 

４．本プログラムに参加の成果・意義 

本プログラムに参加する意義として、海外での研究生活を体験するいうことはもちろんであ

るが、自分に足りないものや自分の目標について考える機会が多くあるという点も意義として

挙げられるだろう。今回の滞在中、研究中にメンターやラボメンバーに対して考えを話したり、



研究室で発表したり、ポスター発表や成果発表などで自分の研究について話す機会が多くあっ

た。その際、自分の研究の位置付けや意義をわかりやすく伝達するという現地の学生や中谷

fellows のアウトプット能力の高さに感動した。研究に携わろうとする者として自分の研究につ

いて簡潔に発信できる能力は必要不可欠なものであるが、一朝一夕では身につくものでは無い。

自身の研究の面白さを伝え切れるような能力を身につけるために、自分の考えを言語する機会

を積極的に増やしたい。 

また上記でも述べたが、考え方という点においても視野が広がったと感じている。私はこれ

まで、目標に対して達成する方法が一つしかないように思い込むことが多々あった。しかし多様

な背景や考え方を持つ人々との交流を通して、一つの道に固執する必要はなく、例え近道では無

かったとしても自分の興味があることを可能なだけ試した上で最終的な決断をすればいいとい

う以前の自分にはなかった考え方を得ることができた。 
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